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Ⅰ．はじめに

近年、小児医療においては小児患者が入院できる医療施
設が集約化されていく傾向が強まっており１）、看護系大学
が増加・拡大している中、小児看護学実習を行う実習施設
を確保していくことが大きな課題となっている。また、少
子化や核家族化、医療の発展により入院する子どもの減
少、入院している子どもがいたとしても入院日数の短縮
化、また小児看護学では，1996年のカリキュラム改正にお
いて実時間の大幅な短縮があり、実習期間中に受け持ち患
児を必ず受け持てるという状況ではなくなってきている。

臨地実習は必修科目であり、実習期間の短縮や社会状況
の変化によって実習の実施が困難な状況にあったとして
も限られた時間の中で実習目標を達成できるよう実習形
態・実習内容を考えていく必要がある。先行研究では重症
心身障害児病棟25）43）46）、障害児施設27）、外来９）・発達外来
37）での実習内容が報告されており、病棟実習と外来実習の
実習内容を比較した調査結果においては、実習形態によっ
て体験する内容は異なっても実習目的を達成している２）こ
とが明らかにされている。

小児看護学実習では今後も社会状況の変化の影響を受
ける可能性が非常に高く、現在の小児看護学実習における
困難、そしてそれらに対する対策について指導者である教
員や実習指導者が把握し、学ぶ環境の確保・学修の保障を
していくことが必要である。

Ⅱ．目的

本文献レビューによって、小児看護学実習における困難
とその対策について明らかにし、今後の実習指導の方向性
についての示唆を得ることを目的とする。

Ⅲ．研究方法

1．文献検索過程
文献の検索は、医中誌Web、CiNii Articleによるデータベ

ースを用い、「小児看護」、「実習」、「困難」のキーワ
ードで、原著論文、2013年～2018年の過去5年間に指定し検
索した。医中誌webにて「小児看護」+「実習」+原著論文
で検索した結果、165文献が抽出された。次に「小児看護」
+「実習」+「困難」+原著論文で検索すると18文献であっ
たが、これらは全て「小児看護」+「実習」+原著論文の検
索キーワードで抽出された文献の中に含まれていた。次
に、CiNii Articleにて同様に「小児看護」+「実習」、2013
年～2018年の過去5年間で検索を行った結果、117文献が抽
出された。キーワードに「困難」を加えると該当文献は見
当たらなかった。抽出された文献から重複、小児看護学実
習に関する内容でないもの、小児看護学実習における困難
についての記述がないものを除外し、44文献を分析対象と
した。
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少子化や核家族化、小児医療の集約化の傾向が強まり、小児看護学実習においては実習施設の確保困難や受
け持ち患児が少ないなど様々な問題を抱えている。そこで、本研究では小児看護学実習における困難とその対
策についての文献を検索し、今後の実習指導について検討した。「小児看護」「実習」「困難」をキーワード
として、医学中央雑誌、CiNii Articleを用いて、2013年～2018年の文献を検索した。最終的に44文献が抽出さ
れた。小児看護学実習における困難では【現在の小児医療事情が実習へ与える影響】【小児看護学実習での実
施内容の限界】【学生、教員・指導者が直面する課題】が抽出され、その対策では、対象者との関係構築への
支援、学生の能力に合わせた関わり、教員と実習指導者の連携の必要性が抽出された。小児看護学実習での支
援では、対象者との関係構築ができるようコミュニケーション能力向上の必要性、大学側と実習施設側の双方
から意見を出し合い実習内容を考えていく必要性が示唆された。
（キーワード）小児看護学実習、困難、対策
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Ⅳ．結果

１．小児看護学実習の困難とその対策についての文献の概
要

研究対象は、学生や学生のレポート内容を対象としたも
のが一番多く36件であり、次いで教員、看護師（CNS含む）
を対象としたものがそれぞれ3件ずつ、家族（母親 or 子ど
も）を対象としたものが2件であった。 

研究方法は、面接調査や自由記述内容、レポート内容か
ら得られたデータを質的に分析した質的研究が24件、看護
技術経験度などを単純集計し分析した量的研究が13件、量
的研究と質的研究の両方を含む研究が6件、事例研究が1件
であった。

２．小児看護学実習における困難について
対象とした44文献の小児看護学実習における困難につ

いての記述を抽出し、それらの内容を類似性のあるもので
分類しまとめた。その結果、【現在の小児医療事情が実習
へ与える影響】【小児看護学実習での実習内容の限界】【学
生、教員・実習指導者が直面する課題】に分類することが
できた。

以下、カテゴリー【】、サブカテゴリー《》、抽出され
た内容の抜粋「」を示す。なお、抽出された内容は意味内
容を確認し、一部まとめて表記している。
１）【現在の小児医療事情が実習へ与える影響】とその対

策（表１）
【現在の小児医療事情が実習へ与える影響】では、《多

施設で実習を行うことによる困難》《ペア実習における困
難》《短期間実習における困難》が挙がった。《多施設で
実習を行うことによる困難》には、障害児施設実習では「重
症児病棟実習生の不安は一般病棟に比べ有意に高値」、外
来実習では「継続看護に対する意識」、看護技術経験状況
の差では「小児専門病院、一般病院小児科、大学病院小児
科での実習で看護技術経験状況に差がある」、《ペア実習
における困難》には、「ペアとの関係性」、《短期間実習
における困難》には、「児の情報収集が満足に行えなかっ
た」などの困難が抽出された。

《多施設で実習を行うことによる困難》への対策では、
障害児施設実習では、「実習スタート時に強い不安を抱え
にいることを先ず理解する」、外来実習では「学生のアセ
スメント力とコミュニケーション力を向上させる重要な
実習施設の場であると位置づける」、看護技術経験の差に
対しては「経験率を重視するのではなく、学生が臨地実習
で体験できること、学べることを重視する」が挙がった。
《ペア実習における困難》への対策では、「学生の視点の
長所を引き出し学生自身の認識を促すことで、自己効力感
を高める工夫をする」、《短期間実習における困難》への
対策では、「学生の個々の能力に合わせた情報提供を教員
側から行い、補完する」が抽出された。
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表１　【現在の小児医療事情が実習へ与える影響】について



小児看護学実習の困難とその対策に関する文献検討

２）【小児看護学実習での実施内容の限界】とその対策（表
２）

【小児看護学実習での実施内容の限界】では、《実習中
の技術経験における困難》《プレパレーションの実施に関
する困難》《受け持ち承諾が子ども・家族に与える影響》が
挙がった。《実習中の技術経験における困難》には、『「バ
イタルサイン測定実施の困難」「呼吸・循環を整える技術」
「経管栄養」「膀胱留置カテーテル」に関する経験率・到
達率が低い』、《プレパレーションの実施に関する困難》に
は、学生側の要因として「患児にとってプレパレーション
が必要と学生が判断し、実施に至らない」、指導・実施環
境の要因として「教員の実践経験が少ない」「臨床での実
践が少ない」、患者・家族側の要因として「子どもの発達
段階・状態による実施の制限」「家族からの許可が得られ
ない」、《受け持ち承諾が子ども・家族に与える影響》で
は、子どもに与える影響として「学生がいることで、児に

緊張を与えてしまう」、家族へ与える影響として「学生が
そばにいることで、自分の生活ペースが保てず、負担がか
かる」などの困難が抽出された。

《実習中の技術経験における困難》への対策では、「看
護師のシャドーイングによって、学生が経験する機会が少
ない細目について学べる機会を作るなど、実習指導者と具
体的な指導方法を指導者に要望する」、《プレパレーショ
ンの実施に関する困難》への対策では、「子どものアセス
メントや子どもの反応を丁寧に振り返り、学生がプレパレ
ーションの必要性を実感できるようにする」、《受け持ち
承諾が子ども・家族に与える影響》への対策では、「学生
が子どもの気持ちに寄り添えるよう、子どもの発達段階や
過去の経験、現在の心境などの理解を促す」が抽出された。

３）【学生、教員・実習指導者が直面する課題】とその対
策（表３）
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表２　【小児看護学実習での実習内容の限界】について



【学生、教員・指導者が直面する課題】では、《子ども・
家族との関わりにおける困難》《教員・指導者が直面する
困難》が挙がった。《子ども・家族との関わりにおける困
難》には、子どもを捉えることの難しさとして「出会った
ことのない患児の状態を想像することが難しい」、子ども
と関わることの難しさとして「機嫌により拒否される」「児
の言っていることや伝えたいことがわからない」、子ども
の特徴を捉えた看護援助の難しさとして「小児の発達段
階・疾患・予測外の状況で援助技術を変化させ応用させ
て遂行することの困難」、疾患による影響がある患児との
関わりの難しさとして「四肢の屈曲、コミュニケーション
が取れない、表情の変化のない児の状態をみて驚き、不安
と自信のなさを痛感」、家族との関わりの難しさとして「母
親（家族）の存在に訪室のしにくさと重圧を感じながら患
児への援助」、《教員・指導者が直面する困難》には、教
員-指導者間での連携不足として「実習要綱の閲覧の可否や
教員から実習の説明の有無については、指導者経験無し群
が10％程度しか受けていない」、業務と実習指導の両方の
役割遂行の難しさとして、「指導者の学生指導に対する困
難感、いつもどおりにできない負担感」、学生の特徴を捉
えた指導の難しさとして学生の「コミュニケーション・関
係作り能力の不足」が抽出された。

《子ども・家族との関わりにおける困難》への対策で
は、子どもを捉えることができるよう『学生の学びを広げ
るため「投げかける」「話してその意味を伝える」支援を
する』、子どもと関われるよう「家族や臨床指導者あるい
は教員の子どもへの関わり方、子どもとの反応、また、子
どもの好きなおもちゃや好きな遊びなどについて、意識的
に情報収集して学生自身の子どもとのコミュニケーショ
ンに活かしていけるよう助言する」、子どもの特徴を捉え
た看護援助では「患児の気持ちや立場を理解して不安を軽
減することができるよう、成長発達を考慮して早期に信頼
関係が築けるよう支援する」、疾患による影響がある患児
との関わりでは、患児や母親との関係構築ができるように
支援していくことに加え、「受け持ちを決定する際、患児
の難易度の情報提供をするとともに学生の能力と実践能
力を見て、受け持ち決定していく」が抽出された。《教員・
指導者が直面する困難》への対応では、「教員は看護師と
の実習指導に対する意見交換の機会を意図的に作り、学生
指導に関する研修や勉強会を設けるように努める」などが
抽出された。

Ⅴ．考察

１．小児看護学実習における困難とその対策に関する文献
内容の動向

44文献の中には、小児看護学実習の実施場所として重症
心身障害児施設や障害児施設、外来を活用した報告や、実

習内容としてプレパレーションの実施、技術経験を確保す
るためのチェックリストの活用など小児看護学実習を実
施するにあたり効果的な実習方法の検討がなされていた。
多施設で実習を行う可能性の高い小児看護学実習で学生
の学修を保障するためには、これらの様々な実習施設での
実習内容・その工夫についての報告は貴重な資料になる
と考える。現在は、学生を対象としている研究報告が多い
が、今後は指導・支援する側である教員や実習指導者を対
象とした研究も増やし指導する側からの意見を明らかに
し実習施設や実習内容についての検討をさらに進めてい
く必要があると考える。学生からの意見、指導する教員・
実習指導者からの双方の意見を考慮することにより、短期
間実習であっても学生の学ぶ環境を確実に確保していけ
るのではないかと考える。

２．小児看護学実習における困難について
小児看護学実習では、成長発達段階にある子どもを対象

とするため、子どもへの看護の提供には援助方法の選択や
工夫を考える必要があり、学生は戸惑いを感じていた。ま
た、子どもが入院する際には家族が付き添いとなることが
多く、学生は家族との関係構築にも困難を感じていた。上
述したような困難を抱えながら、学生はさらに現在の小児
医療の事情である多施設で実習を行うことによる困難、ペ
ア実習における困難、短期間実習における困難までも抱え
実習を行っていかなければならない状況が見えてきた。し
かし、単に経験率や到達率を高めるだけでなく、思考や行
動を振り返り知識と統合すること、学内で演習ができるよ
う学習環境を調整することでも、実践能力向上に繋がる16）

と言われているように、学生が臨床での経験を学内での学
修と関連づけ、意味づけができるよう教員や実習指導者が
協力して実習環境を調整していくことが重要であると考
える。

文部科学省は「臨地実習指導体制と新卒者の支援」の中
で、臨地実習指導体制には、大学・施設双方の課題がある
と指摘している。その一つとして、教員・実習指導者が直
面する課題として教員から実習指導者への実習内容の説
明の不十分さや、実習施設においては日常業務をこなしな
がら学生の実習指導にあたらなければならないという実
習指導者の多忙についての記述が挙がった。その他では、
プレパレーションにおいて教員の実践経験が少ない、教
員・実習指導者への負担が大きいなど人材に関する課題
の記述が挙がった。今後、文部科学省が掲げる卒業時到達
度である「ヒューマンケアの基本に関する実践能力」「看
護の計画的な展開能力」「特定の健康問題を持つ人への実
践能力」「ケア環境とチーム体制整備能力」「実践の中で
研鑽する基本能力」を育成していくためには、現在の社会
状況に応じた多施設での実習方法の工夫やカンファレン
スの活用・工夫、子どもや家族と関わることを苦手とする
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学生の特徴を理解した教員・実習指導者の指導の工夫が
必要になってくると考える。

３．小児看護学実習における困難に対する対策について
小児看護学実習における困難に対する対策では、学生が

子どもと家族と関係構築ができるよう支援すること、学生
の能力に合わせた関わりによって学生自らの気づきを促
し、成功体験を増やすこと、そして、教員と実習指導者が
密に連携を図り実習を組み立てていくことの必要性が指
摘されていた。

以前より小児看護学実習では学生と子どもとの関わり
が課題として挙がっていたが、近年ではさらにメディアの
普及、コミュニケーションの希薄化などが進行し、その課
題はより深刻になっていると考える。小児看護では子ども
だけでなく家族を含む看護を展開していく必要があり、コ
ミュニケーション能力を身に付けておくことは必要不可
欠である。子どもや家族との関係構築が実習の大切な第一
歩と考えると、実習中の教員や実習指導者の支援はもちろ
んのこと、実習前から人との関わりを増やし、コミュニケ
ーション能力の向上を図ること、人の気持ちを察する能力

小児看護学実習の困難とその対策に関する文献検討

表３　【学生、教員・実習指導者が直面する課題】について



を磨いていく必要があると考える。短い実習期間の中で学
生が対象者との関係構築という課題をいち早く乗り越え
ることが、実習での経験や学びを増やすことへつながり、
またその経験や学びからの気づきも増えていくのではな
いかと考える。

教員と実習指導者との連携については、実習目標を達成
できるよう大学側からの意向を実習施設へ依頼するとい
う一方的な形ではなく、大学側、実習施設側の双方から意
見を出し合い実習内容を考えていく必要がある。そのため
には大学側は実習施設でできる範囲・実習施設の特徴を
捉えること、その上で大学が掲げている実習目標と内容の
すり合わせを行い実習内容の調整を行っていく必要があ
ると考える。

今後、実習をより効果的に進めていくためには、実習形
態や実習内容を社会状況の変化に対応させていかなけれ
ばならない。実習施設の確保という課題は今後も抱えてい
くことになるだろうが、実習内容を保証するという点につ
いては実習目標と実習施設で体験できる内容のすり合わ
せにより解決していけるのではないかと考える。今後も
様々な実習施設で実施された小児看護学実習の内容を踏
まえ、小児看護学実習の構成をしていきたいと考える。
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